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　　 　次の各文は、子どもや教育、学校に関する法規の条文または条文の一部である。これらが規定されている

法規を、下のア～クから選ぶ場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　Ａ 　全て児童は、児童の権利に関する条約の精神にのつとり、適切に養育されること、その生活を保障され

ること、愛され、保護されること、その心身の健やかな成長及び発達並びにその自立が図られることその

他の福祉を等しく保障される権利を有する。

　Ｂ 　経済的理由によつて、就学困難と認められる学齢児童又は学齢生徒の保護者に対しては、市町村は、必要

な援助を与えなければならない。

　Ｃ 　国及び地方公共団体は、障害者が、その年齢及び能力に応じ、かつ、その特性を踏まえた十分な教育が

受けられるようにするため、可能な限り障害者である児童及び生徒が障害者でない児童及び生徒と共に教

育を受けられるよう配慮しつつ、教育の内容及び方法の改善及び充実を図る等必要な施策を講じなければ

ならない。

　Ｄ 　幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることにかんがみ、国及び地方公共

団体は、幼児の健やかな成長に資する良好な環境の整備その他適当な方法によって、その振興に努めなけ

ればならない。

　　ア　児童福祉法　　　　　　イ　児童虐待の防止等に関する法律

　　ウ　障害者基本法　　　　　エ　教育基本法

　　オ　学校教育法　　　　　　カ　子どもの貧困対策の推進に関する法律

　　キ　学校保健安全法　　　　ク　人権教育及び人権啓発の推進に関する法律　　

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 1　　ア　　　オ　　　ウ　　　エ

　 2　　ア　　　カ　　　ク　　　キ

　 3　　イ　　　カ　　　ウ　　　エ

　 4　　ア　　　カ　　　ウ　　　キ

　 5　　イ　　　オ　　　ク　　　エ
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　　 　次の各文は、教育基本法の条文である。空欄Ａ～Ｄに、下のア～クのいずれかの語句を入れてこの条文

を完成させる場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　第 一条　教育は、 A を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心

身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない。

　第 三条　国民一人一人が、 B を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その C 、

あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる

D が図られなければならない。

　　ア　人格の完成　　　　　イ　自己の人格　　　　　ウ　社会の実現

　　エ　生きる力の育成　　　オ　環境の整備　　　　　カ　生涯にわたって　　

　　キ　未来に向けて　　　　ク　人間性と創造性

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 1　　エ　　　ク　　　カ　　　ウ

　 2　　ア　　　イ　　　カ　　　ウ

　 3　　エ　　　イ　　　キ　　　オ

　 4　　ア　　　ク　　　キ　　　オ

　 5　　ア　　　イ　　　キ　　　ウ
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　　 　次の各文のうち、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）」（平成28年12月21日　中央教育審議会）の中の、子供の発達を踏まえた指

導に関する記述の内容として正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。

1～ 5から一つ選べ。

　Ａ 　資質・能力の育成に当たっては、子供一人一人の興味や関心、発達や学習の課題等を踏まえ、それぞれ

の個性に応じた学びを引き出し、一人一人の資質・能力を高めていくことが重要となる。

　Ｂ 　子供たちに将来、社会や職業で必要となる資質・能力を育むためには、学校で学ぶことと社会との接続

を意識し、一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を育み、キャリア発達を

促すキャリア教育の視点も重要である。

　Ｃ 　高等学校の就業体験（インターンシップ）については、高等学校卒業後に就職を希望する生徒が多い普

通科や専門学科での実習を中心に行われており更なる充実が求められるが、大学進学希望者が多い普通科

の高等学校においては、大学進学後に大学で行われる就業体験に委ねることが求められる。

　Ｄ 　キャリア教育を効果的に展開していくためには、教育課程全体を通じて必要な資質・能力の育成を図っ

ていく取組が重要になる。小・中学校では特別の教科　道徳、高等学校では公民科に新設される科目「公共」

を中核とし、学校の教育活動全体を通じて行うことが求められる。

　Ｅ 　日常の教科・科目等の学習指導においても、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら見通しを

持ったり、振り返ったりしながら学ぶ「主体的・対話的で深い学び」を実現するなど、教育課程全体を通

じてキャリア教育を推進する必要がある。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ

　 1　　○　　　○　　　×　　　×　　　×

　 2　　○　　　×　　　×　　　○　　　×

　 3　　○　　　○　　　×　　　×　　　○

　 4　　×　　　×　　　○　　　○　　　○

　 5　　×　　　○　　　○　　　×　　　×
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　　 　次の各文は、平成29年３月に文部科学省から示された中学校学習指導要領「総則」の中学校教育の基本

と教育課程の役割に関する記述である。空欄Ａ～Ｃに、下のア～カのいずれかの語句を入れてこれらの文

を完成させる場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　・ 　基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考

力、判断力、表現力等を育むとともに、主体的に学習に取り組む態度を養い、個性を生かし多様な人々と

の A 教育の充実に努めること。その際、生徒の発達の段階を考慮して、生徒の言語活動など、学

習の基盤をつくる活動を充実するとともに、家庭との連携を図りながら、生徒の学習習慣が確立するよう

配慮すること。

　・ 　道徳教育や体験活動、多様な表現や鑑賞の活動等を通して、豊かな心や B を目指した教育の充

実に努めること。

　・ 　学校における体育・健康に関する指導を、生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて

適切に行うことにより、健康で安全な生活と豊かな C の実現を目指した教育の充実に努めること。

特に、学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持

増進に関する指導については、保健体育科、技術・家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教科、道徳

科及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。

　　ア　スポーツライフ　　イ　食生活　　　　　ウ　公共の精神の育成　　

　　エ　協働を促す　　　　オ　調和を促す　　　カ　創造性の涵
かん

養

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ

　 1　　オ　　　ウ　　　ア

　 2　　オ　　　カ　　　イ

　 3　　エ　　　ウ　　　ア

　 4　　エ　　　カ　　　ア

　 5　　エ　　　ウ　　　イ

4



―  5 ―

　　 　次の各文は、教育に関係のある人物についての記述である。空欄Ａ～Ｃに、下のア～カのいずれかの

人名を入れてこれらの文を完成させる場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　・ 　 A は、アメリカの教育学者で、デューイ （Dewey, John）の影響を受けて児童中心主義の思想

を固めた。また、目的設定、計画、実行、結果の検討という一連の課程がカリキュラムや教材を規定する

として、教育の役割は知識の教え込みにあるのではなく、生徒自らが問題を立て、批判的に検討を加えて

その問題の解決に至るよう導くことであると主張した。

　・ 　 B は、アメリカのマサチューセッツ州ドルトン市のハイスクールにおいて1920年に初めてドル

トン・プランと呼ばれる新しい指導法を実施した。同プランの特色は、自由と協同を基調として従来の

一斉教授を打ち破り、一人ひとりの子どもの個性や要求に応じた個別学習の方式を採用した点にある。

　・ 　 C は、「近代教授学の祖」と呼ばれ、体系的教育論の金字塔といえる『大教授学』や史上初と

される絵入り教科書『世界図絵』の著者として知られる。

　　ア　キルパトリック （Kilpatrick, William Heard）

　　イ　フレーベル （Fröbel, Friedrich Wilhelm August）　　

　　ウ　パーカースト （Parkhurst, Helen）

　　エ　ブルーナー （Bruner, Jerome Seymore）

　　オ　ペスタロッチ （Pestalozzi, Johann Heinrich）

　　カ　コメニウス （Comenius, Johann Amos）

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ

　 1　　イ　　　ウ　　　オ

　 2　　ア　　　ウ　　　カ

　 3　　ア　　　エ　　　カ

　 4　　イ　　　エ　　　カ

　 5　　ア　　　エ　　　オ
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　　 　次の各文は、パーソナリティ測定のテスト法を考案した人物に関する記述である。空欄Ａ～Ｃに、下の

ア～カのいずれかの人名を入れてこれらの文を完成させる場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ

選べ。

　・ 　 A は、他人から被害を受けた場面や攻撃を受けた場面、欲求不満が喚起される場面などがイラス

トで示され、被験者は空白の吹き出しが描かれている人物の発言を連想し、吹き出し中に記入することで、

欲求不満場面での被験者の無意識的な葛藤処理の傾向を明らかにする絵画欲求不満検査（Ｐ-Ｆスタディ）

を考案した。

　・ 　 B は、人間的な営み・体験を示唆する絵を被験者に示し、その絵から、登場人物の欲求（要求）、

そしてその将来を含めた物語を構成させ、空想された物語の内容から被験者のおもに欲求の体系を明らか

にする主題統覚検査（ＴＡＴ）を考案した。

　・ 　 C は、「私は子どものころ…」というような、未完成の文章の後半を、自分が連想した通りに

記入することで文章を完成させ、比較的浅い前意識レベルを明らかにする文章完成検査（ＳＣＴ）を考案

した。

　　ア　ローゼンツァイク （Rosenzweig, Saul）

　　イ　マレー （Murray, Henry Alexander）

　　ウ　アイゼンク （Eysenck, Hans Jurgen）

　　エ　シュプランガー （Spranger, Eduard）

　　オ　キャッテル （Cattell, Raymond Bernard）

　　カ　エビングハウス （Ebbinghaus, Hermann）　　

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ

　 1　　オ　　　イ　　　エ

　 2　　ア　　　イ　　　エ

　 3　　オ　　　ウ　　　カ

　 4　　ア　　　ウ　　　カ

　 5　　ア　　　イ　　　カ
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　　 　次の各文のうち、「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」（平成28年９月14日　文部科学省）

の中の、「不登校児童生徒に対する効果的な支援の充実」に関する記述の内容として誤っているものは

どれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1  　不登校児童生徒の支援においては、予兆への対応を含めた初期段階からの組織的・計画的な支援が必要

であること。

　 2  　不登校児童生徒が登校してきた場合は、温かい雰囲気で迎え入れられるよう配慮するとともに、保健室、

相談室及び学校図書館等を活用しつつ、徐々に学校生活への適応を図っていけるような指導上の工夫が重

要であること。

　 3  　家庭訪問を行う際は、その意図・目的・方法及び成果にとらわれることなく、できるかぎり家庭訪問の

回数を増やし、児童生徒の理解に努める必要があること。

　 4  　学校においては、相談支援体制の両輪である、スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカー

を効果的に活用し、学校全体の教育力の向上を図ることが重要であること。

　 5  　家庭訪問や電話連絡を繰り返しても児童生徒の安否が確認できない等の場合は、直ちに市町村又は児童

相談所への通告を行うほか、警察等に情報提供を行うなど、適切な対処が必要であること。
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　　 　次の各文のうち、生徒指導提要（平成22年３月　文部科学省）の中の、児童生徒理解の基本に関する

記述の内容として正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から

一つ選べ。

　Ａ 　児童生徒を共感的に理解するためには児童生徒について、また児童生徒の生育歴や環境などについて

客観的事実を知る必要があります。

　Ｂ 　生徒指導の実際の場面としては、集団的な場面が少なくないため、集団を理解しなければならないことは

言うまでもありません。この場合集団を理解するためにも、集団を構成している児童生徒個人を理解する

必要がありますが、さらに集団の構造や性格そのものを理解することが大切です。

　Ｃ 　実際の生徒指導では一人一人の行動傾向、すなわち行動に際してどのような判断力のレベルにあるのか、

感情の動きはどうか、意志の強さや弱さなどはどのようであるかをとらえて指導に当たることが多いの

ですが、そうした知・情・意の働きに惑わされず、その行動の事実をもって指導に当たることが必要です。

　Ｄ 　指導に当たっては一人一人の児童生徒の能力を把握した上で、その児童生徒なりに活躍できる場を作る

などの工夫をして一人一人の居場所があるようにする必要があります。

　Ｅ 　学校内における交友関係の把握は生徒指導においては重要ですが、学校外の交友関係について指導する

ことは児童生徒のプライバシーを損なうことにもなりかねないため避けることが必要です。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ

　 1　　○　　　○　　　○　　　○　　　×

　 2　　○　　　○　　　×　　　○　　　×

　 3　　×　　　×　　　×　　　×　　　○

　 4　　×　　　×　　　○　　　○　　　○

　 5　　○　　　×　　　×　　　○　　　×
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　　 　次の各文のうち、「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の

推進（報告）」（平成24年７月23日　中央教育審議会初等中等教育分科会）の中の、「多様な学びの場の整

備と学校間連携等の推進」に関する記述の内容として誤っているものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1  　教育内容の改善としては、障害者理解を進めるための交流及び共同学習の充実を図っていくことや通常

の学級で学ぶ障害のある児童生徒一人一人に応じた指導・評価の在り方について検討する必要がある。

　 2  　教育方法の改善としては、障害のある児童生徒も障害のない児童生徒も、さらには、障害があることが

周囲から認識されていないものの学習上又は生活上の困難のある児童生徒にも、効果的な指導の在り方を

検討していく必要がある。

　 3  　特別支援教育を推進するため、子どもの現代的な健康課題に対応した学校保健環境づくりが重要であり、

学校においては、養護教諭を中心として、学級担任等、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、スクールカウン

セラーなど学校内における連携を更に進めるとともに、医療関係者や福祉関係者など地域の関係機関との

連携を推進することが必要である。

　 4  　交流及び共同学習は、特別支援学校や特別支援学級に在籍する障害のある児童生徒等にとっても、障害

のない児童生徒等にとっても、共生社会の形成に向けて、経験を広め、社会性を養い、豊かな人間性を育

てる上で、大きな意義を有するとともに、多様性を尊重する心を育むことができる。

　 5  　特別支援学級と通常の学級との間で行われる交流及び共同学習については、学習指導要領に位置付け

られていないが、各学校において、ねらいを明確にし、適宜、実施することが望ましい。
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　　 　次の各文のうち、「人権教育・啓発に関する基本計画」（平成23年４月１日　閣議決定（変更））の中の、

各人権課題に対する取組に関する記述の内容として正しいものを○、誤っているものを×とした場合、

正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　Ａ 　性別に基づく固定的な役割分担意識を是正し、人権尊重を基盤とした男女平等観の形成を促進するため、

家庭、学校、地域など社会のあらゆる分野において男女平等を推進する教育・学習の充実を図る。

　Ｂ 　障害者に対する偏見や差別意識を解消し、ノーマライゼーションの理念を定着させることにより、障害

者の自立と完全参加を可能とする社会の実現を目指して、人権尊重思想の普及高揚を図るための啓発活動

を充実・強化する。

　Ｃ 　高齢者と他の世代との相互理解や連帯感を深めるため、世代間交流の機会を充実させる。

　Ｄ 　外国人に対する偏見や差別意識を解消し、外国人の持つ文化、宗教、生活習慣等における多様性に対し

て寛容な態度を持ち、これを尊重するなど、国際化時代にふさわしい人権意識を育てることを目指して、

人権尊重思想の普及高揚を図るための啓発活動を充実・強化する。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 1　　○　　　○　　　○　　　○

　 2　　○　　　○　　　○　　　×

　 3　　○　　　○　　　×　　　○

　 4　　○　　　×　　　○　　　○

　 5　　×　　　○　　　○　　　○
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　　 　次の各文は、「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」の

条文または条文の一部である。空欄Ａ～Ｄに、下のア～クのいずれかの語句を入れてこの条文または条文

の一部を完成させる場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　第 二条　この法律において「本邦外出身者に対する不当な差別的言動」とは、専ら本邦の域外にある国若しく

は地域の出身である者又はその子孫であって適法に居住するもの（以下この条において「本邦外出身者」

という。）に対する差別的意識を助長し又は誘発する目的で公然とその生命、身体、自由、名誉若しくは

財産に危害を加える旨を告知し又は本邦外出身者を著しく侮蔑するなど、本邦の域外にある国又は地域の

出身であることを理由として、本邦外出身者を A ことを煽
せん

動する不当な差別的言動をいう。

　第 三条　国民は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消の必要性に対する理解を深めるとともに、

本邦外出身者に対する不当な差別的言動のない B よう努めなければならない。

　第六条

　２ 　地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、 C に応じ、本邦外出身者に対する不当な

差別的言動を解消するための D とともに、そのために必要な取組を行うよう努めるものとする。

　　ア　地域社会から排除する　　イ　文化的な国家を形成する　　ウ　広報活動を実施する　　

　　エ　著しく疎外する　　　　　オ　社会の実現に寄与する　　　カ　教育活動を実施する

　　キ　当該地域の実情　　　　　ク　具体的事象

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 1　　ア　　　イ　　　キ　　　ウ

　 2　　エ　　　オ　　　キ　　　ウ

　 3　　エ　　　イ　　　ク　　　カ

　 4　　ア　　　オ　　　キ　　　カ

　 5　　エ　　　イ　　　ク　　　ウ
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　　 　次の各文のうち、「学校防災のための参考資料『生きる力』を育む防災教育の展開」（平成25年３月　文部

科学省）の中の、学校における防災教育に関する記述の内容として正しいものを○、誤っているものを×と

した場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　Ａ 　防災教育は、地震など共通に指導すべき内容と学校が所在する地域の自然や社会の特性、実情等に応じ

て必要な指導内容等について検討し、家庭、地域社会との密接な連携を図りながら進める必要がある。

　Ｂ 　防災教育の授業を実施するに当たっては、児童生徒等が興味関心をもって積極的に学習に取り組めるよ

う、国や自治体、防災関係機関等で作成した指導資料や副読本、視聴覚教材等を活用する。その際、コン

ピュータや情報ネットワークを活用するなど指導方法の多様化にも努める。

　Ｃ 　防災教育に関する指導計画は、系統的・計画的な指導を行うための指導計画であるが、年度途中で新し

く生起したり、緊急を要する問題の出現も考えられ、必要に応じて弾力性をもたせることが必要である。

その際には、「朝の会」や「帰りの会」などにおける指導を活用することも考えられる。

　Ｄ 　学校が防災教育の評価を行う際は、児童生徒等による自己評価の代わりに、教職員による自己評価と併

せて保護者や地域住民等による外部評価を行い、「災害に適切に対応する能力が身に付いたか」等に関し

ての評価を実施する必要がある。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 1　　○　　　×　　　○　　　×

　 2　　×　　　○　　　×　　　○

　 3　　×　　　×　　　○　　　○

　 4　　○　　　○　　　○　　　×

　 5　　○　　　×　　　×　　　×
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　　 　次の各文のうち、「学校における交流及び共同学習の推進について～「心のバリアフリー」の実現に向

けて～」（平成30年２月２日　心のバリアフリー学習推進会議）の中の、交流及び共同学習の推進に関する

記述の内容として正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から

一つ選べ。

　Ａ 　交流及び共同学習を、いわゆる通常の授業ではなく、スポーツや文化芸術活動を通じたイベントのよう

な形で行うことは、これまで交流及び共同学習に積極的に関わっていなかった児童生徒等や保護者などに

対して、交流及び共同学習への関心を高める効果があると考えられる。

　Ｂ 　居住地校交流は、特別支援学校に在籍する児童生徒等やその保護者の意向も踏まえて行われるもので

あり、また、実施に当たっては保護者の協力も必要になる場合もある。実施に当たっては、児童生徒等や

保護者、児童生徒等が在籍する特別支援学校と児童生徒等が居住する地域の小・中学校等などの関係者が、

居住地校交流の意義・目的、実施の方法や役割分担等について十分に理解していることが必要である。

　Ｃ 　障害について形式的に理解させる程度にとどまっていたり、障害のある児童生徒等と障害のない児童

生徒等が単に一緒に過ごしたりする程度にとどめることなく、児童生徒等が主体的に取り組む活動に発展

させ、児童生徒等がお互いの正しい理解と認識を深め、その後の日常の生活における行動の変容を促すも

のにする必要がある。

　Ｄ 　「心のバリアフリー」を実現するためには、心身が未発達である幼児期に細心の注意を払うことが重要

である。このため、幼稚園や保育所等の段階では障害のある幼児と障害のない児童生徒等が交流や協働す

る機会を設けることは避けることが必要と考える。

　Ｅ 　交流及び共同学習については、中学校・高等学校、特別支援学校の中学部・高等部と学校段階が進むに

つれて、興味・関心の多様化に加え、心身の成長に伴う意識の変化が見られることなどにより、意欲的に

取り組む生徒が増加する状況が見られるので、個々の生徒の主体性に委ねるべきと考える。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ

　 1　　○　　　○　　　○　　　×　　　×

　 2　　×　　　×　　　○　　　○　　　○

　 3　　○　　　○　　　×　　　×　　　×

　 4　　×　　　×　　　×　　　○　　　○

　 5　　×　　　○　　　×　　　×　　　×
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　　 　学校は、児童生徒、保護者等から様々な個人情報を収集・保管しており、教員はこれらの個人情報を

慎重に扱う必要がある。個人情報の管理を誤ると、個人のプライバシーを侵害し、大きな被害の発生に

つながるだけでなく、学校の信用も失墜させることから、教員は関係法令や校内のルールを遵守しなければ

ならない。

　　 　次の各文のうち、Ａ～Ｄの各教諭の行為について、不適切なもののみをすべて挙げているものはどれか。

1～ 5から一つ選べ。

　ア 　Ａ教諭は、生徒の体力向上に活かすために、スポーツジムを経営している友人に、生徒の名前や在籍学年

が記載されている体力テストの測定結果一覧表を提供し、分析を個人的に依頼した。その際、くれぐれも

取扱いを注意するように何度も確認した。

　イ 　Ｂ教諭は、いつでも保護者に連絡できるように、担任する児童 40 人分の連絡先をカバンの中に入れて持

ち歩いていた。ある日の帰宅途中に、Ｂ教諭はそのカバンを電車に置き忘れてしまった。持ち歩いていた

連絡先には、児童の住所、電話番号などが含まれていた。

　ウ 　Ｃ教諭は、修学旅行の学級レクリエーションで熱心に活動している生徒の様子を撮影し、コメントを

付けてＳＮＳに画像を掲載した。画像として、生徒たちの活動の様子が分かるような全体の集合写真と、

一人ひとりの表情が分かるような個人写真を、生徒や保護者の了解を得ないまま使用した。

　エ 　Ｄ教諭は、友人と二人で食事に行った際、二人の共通の知人であるＦさんの話をした。ＦさんはＤ教諭

が部活動の顧問をしている生徒Ｇさんの保護者であり、様々な家庭事情を抱えていた。Ｄ教諭はＧさんを

指導した際に知った家庭内の様々な事情を、誰にも言わないということを条件に友人に話した。

　 1　　ア　　　イ　　　ウ

　 2　　ア　　　イ　　　エ

　 3　　ア　　　ウ　　　エ

　 4　　イ　　　ウ　　　エ

　 5　　ア　　　イ　　　ウ　　　エ
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　　 　地方公務員法第三十八条では、一般職に属する地方公務員の営利企業等の従事制限が規定されている。

　　 　次の各文のうち、Ａ～Ｄの各教諭の行為について、営利企業等の従事制限に抵触するもののみをすべて

挙げているものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。ただし、ア～エのいずれの事例も任命権者（地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第四十七条により読み替える場合は市町村教育委員会）の許可は受けて

いないものとする。

　ア 　Ａ教諭は、自分がテレビゲームをしている様子を自ら撮影し、動画サイトに投稿していた。その動画が

話題となり、広告収入として、毎月 10 万円程度を得ていた。

　イ 　Ｂ教諭は、毎日、学校勤務が終わってから深夜まで、妻が経営しているコンビニエンスストアの手伝い

をしていた。その際、Ｂ教諭は、妻から毎回１万円の報酬を得ていた。

　ウ 　Ｃ教諭は、バイオリンの演奏を趣味としていた。２年前から自宅近くの公民館で開催されているバイオ

リンの演奏会に奏者として３か月に１回招かれ、謝金として毎回５万円を受け取っていた。

　エ 　Ｄ教諭は、考古学に関心があり、業務に影響のない休日に、友人が主催する考古学の研究会に一度だけ

講師として招かれた。その際、Ｄ教諭は、謝金は一切受け取らなかったが、実費相当の交通費は受け取った。

　 1　　ア　　　ウ

　 2　　イ　　　エ

　 3　　ア　　　イ　　　ウ

　 4　　ア　　　ウ　　　エ

　 5　　イ　　　ウ　　　エ
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　　 　図Ａは正方形の紙を、①から④の順で点線に沿って４回谷折りをしたものである。図Ａを拡大したものを

図Ｂとし、紙を折ったままの状態で、図Ｂにおいて黒く示した部分を切り取ったところ図Ｃのようになった。

その後、図Ｃを広げると、どのような形になるか。 1～ 5から一つ選べ。ただし、紙の厚みは考えないもの

とする。
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　　 　次の文章の空欄Ａ～Ｃに当てはまる語句を入れてこの文章を完成させる場合、最も適切な組合せはどれ

か。 1～ 5から一つ選べ。

　 　「日本画」は、しばしば「 A 」の意味で用いられる。しかし、この名前は、明治に始まる本格的

な近代化の過程で作り出されたものであり、そこには近代の影が濃厚に宿っている。名前ばかりではない。

「日本画」という絵の在り方も、実は近代化の過程で作り出されたものであった。「日本画」の基本的な在り

方を決定したのは西洋に倣う近代化の動きであったのだ。タブロー主流の在り方もそうだし、装飾性への傾

きを抑制する写実性への配慮も、精神的なものの重視も、西洋絵画の在り方に倣うものであった。

　 　しかし、その一方で「日本画」が、日本社会において歴史的に形成された絵画の主流を受け継いでいる

ことも明らかである。つまり、西洋近代絵画の在り方に倣ったものであるとはいえ、それと整合しがたい面も

「日本画」は保持している。近代化の趨
すう

勢
せい

のなかで、西洋絵画に主導されながらも、それに抵抗する側面が

認められるのだ。

　 　たとえば、西洋の写実絵画にとっては生命線とも言うべきヴァルールの調整も、膠
にかわ

絵具ではままならない

し、油絵具にくらべれば色数も限られている。混色もむずかしい。画面の外へ ― 前面へ ― 向けて輝き

を放つ不透明な岩絵具のマチエールは、装飾的な ― 他を飾る ― 絵にはふさわしいものの、西洋画法に

おいて重視される画面の在り方 ― 絵画に内在する空間の自立性や、奥まってゆく空間性にはなじまない。

　 　このように「日本画」は、西洋画の在り方に倣いながらも、それに融合しがたい面を持つ。それは、いわば、

「 B 」を複合した絵画なのだ。明治以後に頻出するようになる「絵画」という語が、そもそもモダ

ニズムの意味合いを含むことに配慮するならば、「日本画」は、 C のおもかげを宿しているのだと言っ

てもよい。

（北澤憲昭『複合絵画「日本画」の可能性』より）

　（注）

　　タブロー　　―　絵。特に、壁画に対して、板絵。

　　ヴァルール　―　絵画で、色彩の相対的な明暗・彩度などのつり合い。

　　マチエール　―　美術作品における材質的効果。

　　　　　 Ａ　　　　　　 Ｂ　　　　　　　　　Ｃ

　 1　　伝統絵画　　　伝統と近代　　　「絵画」以前の「絵」

　 2　　近代絵画　　　近代と伝統　　　「絵」以前の「絵画」

　 3　　伝統絵画　　　創造と模倣　　　「絵」以前の「絵画」

　 4　　伝統絵画　　　伝統と近代　　　「絵」以前の「絵画」

　 5　　近代絵画　　　模倣と創造　　　「絵画」以前の「絵」
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著作権保護の観点により、本文を掲載いたしません。

出典：『「日本画」─内と外のあいだで』　　　　　　　
シンポジウム〈転位する「日本画」〉記録集　　　
「複合絵画「日本画」の可能性」北澤憲昭著　　　
株式会社星雲社　　　　　　　　　　　　　　　
68ページ上段５行目から68ページ下段13行目まで
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　　 　次のグラフの内容を説明した英文の空欄Ａ～Ｄにそれぞれ下のア～クのいずれかの英語を入れて英文を

完成させる場合、最も適切な組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 　The charts above show the reasons why some people in the UK prefer to cycle to work and drive to 

work, respectively.

　 　The two most popular reasons for cycling to work are related to health and to the A . 30% of 

people who prefer to cycle say that cycling to work makes them healthy. Another 30% say that cycling 

is environmentally friendly, causing less pollution. 13% of the people cycle to work because of B

reasons. Surprisingly, 12% of the people say that cycling to work is faster than other means.

　 　As for the reasons for driving to work, the C  percentage of people who prefer to drive say 

that they favor traveling by car because it is comfortable, and that accounts for 40%. 21% of the people 

drive to work because their working place is far. 14% of the people favor driving because it is faster than 

other means. The D  percentage of the people say that they drive to work because they have to 

carry things.

　　ア　economic イ　environment ウ　environmental エ　economy　　

　　オ　highest カ　lowest キ　more ク　same

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 1　　エ　　　ア　　　キ　　　ク

　 2　　エ　　　ウ　　　オ　　　カ

　 3　　イ　　　ア　　　オ　　　ク

　 4　　イ　　　ウ　　　キ　　　カ

　 5　　エ　　　ウ　　　オ　　　ク
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　　 　下の立方体を、３点ＡＢＣを通る平面と３点ＢＤＥを通る平面で切断した。

　　 　切断された立体のうち点Ｆを含む立体の辺の数として、正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

ただし、Ａ～Ｆはそれぞれ各辺の中点である。

　 1　　10 本

　 2　　11 本

　 3　　12 本

　 4　　13 本

　 5　　14 本
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　　 　ある大学の理学部にはＰ学科、Ｑ学科、Ｒ学科の三つの学科がある。Ｐ学科、Ｑ学科、Ｒ学科における

入学者選抜において、受験者は全員出願時に第一志望の学科と、第一志望の学科を除く二つの学科から

第二志望の学科をそれぞれ一つずつ選ぶ。表１は各学科の定員とその志望状況である。入学者選抜試験

においては各学科とも共通の試験を用い、試験の満点は 100 点である。表２はＰ学科、Ｑ学科、Ｒ学科の

それぞれの第一志望者の点数の分布を、50 点以上と 50 点未満に分けて示したものである。受験者の中で、

点数が同点であった者はいなかったものとする。

表１

学科 Ｐ Ｑ Ｒ

定員 20 20 20

第一志望 40 25 15

第二志望 40 31 ９

（単位：人）

表２

第一志望の学科 Ｐ Ｑ Ｒ

50 点以上 30 18 ５

50 点未満 10 ７ 10

（単位：人）

　　合格者は各学科ごとに次のような手順で決定する。

　　① 　各学科の第一志望者の中で、入学者選抜試験の点数が 50 点以上であった者に対して順位をつけ、合格

者を決める。

　　② 　①で定員に満たなかった場合、①で合格した者を除き、各学科において第一志望者と第二志望者を

合わせて順位をつけ、残りの合格者を決める。

　　　このとき、確実にいえるものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　合格者が定員に達しない学科が出る。

　 2　Ｒ学科を第一志望とした者は、全員Ｒ学科に合格する。

　 3　Ｐ学科またはＲ学科に合格した者の中には、Ｑ学科を第一志望とした者が含まれる。

　 4　Ｑ学科に合格した者の中には、Ｐ学科を第一志望とした者が含まれる。

　 5　合格者の平均点は、Ｐ学科が最も高くＲ学科が最も低い。
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　　 　下図において、アナログ時計は午前０時を示しており、時針と分針がちょうど重なっている。このあと

時針と分針が３回めにちょうど重なるのは午前３時 16 分Ｘ秒である。Ｘについて述べたものとして正しい

ものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　Ｘは ０ 以上 10 未満である。

　 2　　Ｘは 10 以上 20 未満である。

　 3　　Ｘは 20 以上 30 未満である。

　 4　　Ｘは 30 以上 40 未満である。

　 5　　Ｘは 40 以上 50 未満である。
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　　 　次の電子メールを読み、あとの問いに答えよ。解答は 1～ 5から一つ選べ。

From: Naomi Williams

Sent: Thursday, July 12, 2018  11:16 PM

To: Mapleair@support.xxx.ca

Subject: Inquiry about flight cancellation

Dear Sir/Madam,

　Hello. I would like to cancel my flight from Osaka to Vancouver due to a personal reason. I booked 

the flight for 800 USD. If I cancel my flight, can I get a refund? My booking number is MSZ202K. I’m 

waiting for your reply. Thank you.

Naomi Williams

From: Maple Airline

Sent: Friday, July 13, 2018  10:31 AM

To: WilliamsNa@mail.xxx.jp

Subject: Re: Inquiry about flight cancellation ［Booking#:MSZ202K］

Dear Ms. Williams,

　Thank you for your inquiry. We would like to inform you of our cancellation conditions. According 

to Article 10, if a customer cancels a flight reservation within 7 days of the scheduled flight date, no 

refund is possible. However, as your flight date is scheduled for July 27, 2018, you have 14 days left. 

Thus, we can refund half the ticket price minus a cancellation fee of 100 USD, if you cancel before 

July 20.

　If you wish to change your flight to another one, there is a rebooking fee of 100 USD. Attention! 

Your flight has not been cancelled yet. Please contact us again and tell us what you want to do.

Best regards,

Matt Gregory

Maple Airline Customer Support Section

　If the flight is cancelled on July 18, how much refund can Ms. Williams get?

　 1　300 USD　　　 2　350 USD　　　 3　400 USD　　　 4　600 USD　　　 5　700 USD
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　　 　ある中学校では、図のような３階建ての校舎の１階に１年生、２階に２年生、３階に３年生の教室があり、

各学年の組の並び順は西から東へ順に１～３組となっている。Ａ～Ｉの９人の生徒は、この校舎にある

それぞれ異なる学級に属している。また、この９人について次のア～エのことが分かっている。

　　ア　Ａの組の真下にＤの組が、Ｄの組の西隣にＣの組がある。

　　イ　Ｂの組の真上にＧの組が、Ｇの組の真上にＩの組がある。

　　ウ　Ｈの組はＥの組よりも上の階にある。

　　エ　Ｉの組の東隣にＦの組がある。

　　　このとき、確実にいえるものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　Ｂの組の東隣にＥの組がある。

　 2　ＡはＧと同じ学年である。

　 3　Ｆの組の真上にＣの組がある。

　 4　Ｄは２年３組である。

　 5　Ｈは３年１組である。
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　　 　次のグラフは、日本の消費者物価指数の前年比を示したものである。次の各文のうち、このグラフから

いえることとして、正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から

一つ選べ。

　ア　2014年の消費者物価指数が最も高い。

　イ　2010年の消費者物価指数が最も低い。

　ウ　2010年の消費者物価指数を 100 としたとき、2014年の消費者物価指数は 103 未満である。

　エ　2016年の消費者物価指数は、2013年の消費者物価指数より高い。

　　　　ア　　　イ　　　ウ　　　エ

　 1　　○　　　○　　　×　　　○

　 2　　○　　　○　　　○　　　×

　 3　　×　　　○　　　×　　　○

　 4　　×　　　×　　　○　　　×

　 5　　×　　　×　　　○　　　○
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　　 　ある高校の３年１組の生徒を３つのグループに分け、ある週の月曜日から金曜日までの５日間の掃除当

番を割り当てる。３年１組に割り当てられている掃除場所は、３年１組の教室と音楽室の２か所であり、

３年１組の教室は５日間とも掃除を行い、音楽室は月曜日、水曜日、金曜日の３日のみ掃除を行う。掃除

当番を割り当てる際には次の２点を考慮する。

　　・　同じグループが２日連続で掃除当番に当たらないようにする。

　　・　３年１組の教室にはどのグループも必ず１回は掃除当番を当てるようにする。

　　　このとき、確実にいえるものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　掃除当番が１回しか当たらないグループができる。

　 2　どのグループも音楽室の掃除当番に当たる。

　 3　火曜日と木曜日の３年１組の教室の掃除当番には同じグループが当たる。

　 4　月曜日と水曜日の３年１組の教室の掃除当番には同じグループが当たる。

　 5　水曜日の３年１組の教室と金曜日の音楽室の掃除当番には同じグループが当たる。
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　　 　次の表は、インターネットの通信販売サイトを利用して買い物をしようとしたＮさんが、Ａ店、Ｂ店、

Ｃ店の靴、帽子、シャツの値段と送料、値引きについてまとめたものである。次の各文のうち、この表から

いえることとして、正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から

一つ選べ。ただし、消費税については考えないものとする。

商品の値段
送料 値引きについて

靴 帽子 シャツ

Ａ店 4,000 円 700 円 4,000 円
商品１点につき

500 円
特に無し

Ｂ店 5,000 円 1,500 円 4,300 円
商品を何点買っ

ても 800 円

同じ商品を複数点買えば、その商品は

１割引き＊

Ｃ店 5,500 円 1,800 円 5,000 円 無料
合計金額が 10,000～19,999 円であれば

10 ％引き、20,000 円以上で 20 ％引き

＊ 例えば靴を２点、シャツを１点買うときは、靴２点の合計金額が１割引きとなり、シャツについては割引きは

適用されない。

　ア 　靴、帽子、シャツを１点ずつ購入するときの送料を含めた合計金額は、Ｃ店が最も高い。

　イ 　Ａ店で帽子を１点、Ｂ店でシャツを３点、Ｃ店で靴を２点購入した時の送料を含めた合計金額は、

23,510 円である。

　ウ 　シャツを各店舗からそれぞれ同じ点数購入するとき、７点以上購入すると必ずＢ店の送料を含めた合計

金額が他店に比べて安くなる。

　エ 　靴をＡ店とＢ店からそれぞれ同じ点数購入するとき、何点購入してもＢ店の送料を含めた合計金額が

Ａ店の送料を含めた合計金額よりも安くなることはない。

　　　　ア　　　イ　　　ウ　　　エ

　 1　　○　　　○　　　○　　　×

　 2　　○　　　×　　　×　　　×

　 3　　×　　　○　　　×　　　×

　 4　　×　　　○　　　○　　　○

　 5　　×　　　×　　　○　　　○
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　　 　Ａ～Ｄの４人は、将棋部、演劇部、卓球部、サッカー部のうち、いずれかの異なる部に所属しており、

それぞれの部は、札幌、新潟、広島、鹿児島のうち、いずれかの異なる都市に遠征することになった。

４人の所属する部と遠征先について、次のア～オのことが分かっている。

　　ア　将棋部及びＢは鹿児島へは遠征しない。

　　イ　Ａは演劇部と卓球部のいずれにも所属していない。

　　ウ　Ｃは広島と鹿児島のいずれにも遠征せず、また演劇部に所属していない。

　　エ　卓球部は札幌に遠征しない。

　　オ　演劇部は新潟に遠征するが、Ｂは演劇部に所属していない。

　　　このとき、確実にいえるものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　Ａは将棋部に所属しており、広島に遠征する。

　 2　Ａはサッカー部に所属しており、札幌に遠征する。

　 3　Ｂは卓球部に所属しており、広島に遠征する。

　 4　Ｃはサッカー部に所属しており、札幌に遠征する。

　 5　Ｄは卓球部に所属しており、鹿児島に遠征する。
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　　 　次のクロスワードを完成させた場合、二重線部 の位置に入るアルファベットを組み合わせて

できる単語はどれか。 1～ 5から一つ選べ。

①
S

②
C

③
P A

④ ⑤
T

⑥
U

⑦
L B A

I
⑧
E

⑨
C H

⑩
R X

H
⑪

⑫
P E O E

　Across →

　②　George has a great 　　　　 for learning languages.

　⑦　Write your answer on the 　　　　.

　⑨　Lisa majored in biological 　　　　 at university.

　⑪　Hurry up, 　　　　 you’ll be late for school.

　⑫　In science class, you study many natural 　　　　, such as rainbows and solar eclipses.

　Down ↓

　①　“Which 　　　　 do you like?”  “I like English the best !”

　③　Steve wants to 　　　　 his research in a famous science journal.

　④　Eating and drinking is not allowed in the 　　　　.

　⑤　Make your room clean and 　　　　.

　⑥　Please 　　　　 your hand when you have a question.

　⑧　Do you have an 　　　　 pen that I can borrow?

　⑩　I like 　　　　 better than English.

　⑪　You can find the information 　　　　 the Internet.

　 1　CHAIR　　　 2　IDEAL　　　 3　EARTH　　　 4　TEACH　　　 5　PEARL
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　　 　ある小学校の６年１組の 40 人の児童に、６種類の花について、それぞれ好きか嫌いかどちらかを答える

アンケートを行ったところ、次のア～エのことが分かった。

　　ア　ヒマワリが好きな人は、コスモスも好きである。

　　イ　バラが嫌いな人は、ユリも嫌いである。

　　ウ　アサガオが嫌いな人は、ユリが好きである。

　　エ　コスモスが好きな人は、カーネーションもユリも好きである。

　　　このとき、確実にいえるものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　ヒマワリが好きな人は、アサガオが好きである。

　 2　カーネーションが好きな人は、コスモスが好きである。

　 3　ユリが嫌いな人は、カーネーションが好きである。

　 4　アサガオが好きな人は、バラが好きである。

　 5　バラが嫌いな人は、ヒマワリが嫌いである。
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　　 　段落Ａ～Ｅを並べ替えて筋の通った文章にする場合、その並べ方として最も適切なものはどれか。 1～ 5

から一つ選べ。

　Ａ 　私たちが日常用いる言語もまた、「世界というテクスト」を読み取り、そこに固有の実定性を与える

言説である。日常的な言語使用の中で、「社会」や「世間」といった言葉を用いる時、私たちは直接には

見ることも経験することもできない社会の「全域性」を言表し、その言表を通じて「社会」や「世間」を

制作している。そして地図もまた、「世界というテクスト」を読み解こうとするそうした試みの一つの

可能なあり方として、世界を空間的な像として読み解くのである。

　Ｂ 　世界や社会の全域を可視化する地図的な視点には他者とのコミュニケーションが内在している。それは

私たちが世界や社会を生きる時、不可避的にそのような他者たちとの関係を生きるということである。

　Ｃ 　私たちは、一枚の地図が表現する世界の広がりに関して、神話、社会理論、散文的文学、韻文的文学、

さらには映像、絵画などの様々な記号表現によって、異なるテクストを編み、そこに異なる意味の「世界」

を制作することができる。

　Ｄ 　地図には社会的な厚みがある。そして地図のもつこの厚みのなかに、私たちは「世界」や「社会」を見、

その「世界」や「社会」のなかで自己と他者との関係を織り成してゆくのである。

　Ｅ 　けれども、地図をめぐる考察が指し示すもう一つの重要な点は、それがたんに想像力に関わるのではなく、

想像力と人間の社会的実践とが交わる平面をなしているということ、したがって想像力が地図的表現を

通じて制作する世界に対して人間が働きかけ、行為し、関係を形成してゆくことによって、人間にとっての

世界がまさに社会的現実であり社会的事実であるものとして生み出されてゆくということだ。

（若林幹夫『地図の想像力』より）

　 1　　Ｃ → Ｄ → Ｅ → Ａ → Ｂ

　 2　　Ｃ → Ｅ → Ｄ → Ａ → Ｂ

　 3　　Ｂ → Ｃ → Ｅ → Ｄ → Ａ

　 4　　Ｂ → Ａ → Ｅ → Ｃ → Ｄ

　 5　　Ｃ → Ａ → Ｅ → Ｄ → Ｂ
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